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那
覇
防
衛
施
設
局
開
設
当
時 

佐藤  勉 

　
昭
和
四
十
六
年
十
一
月
、
私
は
い

わ
ゆ
る
復
帰
準
備
要
員
と
し
て
那
覇

空
港
に
降
り
立
っ
た
。
冬
だ
と
い
う

の
に
本
土
と
は
違
う
強
い
日
差
し
が

射
し
て
い
て
随
分
と
遠
い
と
こ
ろ
ま

で
来
た
よ
う
な
気
が
し
た
。 

　
沖
縄
が
日
本
に
施
政
権
が
返
還
さ

れ
た
昭
和
四
十
七
年
五
月
十
五
日
、

私
は
夜
来
か
ら
の
篠
つ
く
雨
と
返
還

反
対
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
の
中
、

那
覇
市
民
会
館
の
式
典
会
場
で
合
羽

を
羽
織
り
、
場
内
整
理
に
当
た
っ
て

い
た
。
そ
の
日
か
ら
那
覇
防
衛
施
設

局
が
発
足
し
、
私
は
那
覇
防
衛
施
設

局
施
設
部
施
設
企
画
課
の
勤
務
を
命

じ
る
辞
令
を
受
け
取
っ
た
。
三
十
五

年
経
っ
た
今
、
私
は
第
二
十
代
、
最

後
の
那
覇
防
衛
施
設
局
長
と
し
て
幾

多
の
困
難
な
業
務
に
四
百
五
十
名
の

職
員
と
と
も
に
立
ち
向
か
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。 

　
今
年
九
月
、
防
衛
施
設
庁
は
、
防

衛
本
省
へ
統
合
さ
れ
那
覇
防
衛
施
設

局
も
沖
縄
防
衛
局
と
改
編
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
防
衛
施
設
の
安
定
的

使
用
を
図
る
と
い
う
従
来
の
業
務
に

加
え
、
防
衛
省
・
自
衛
隊
が
行
う
防

衛
行
政
全
般
に
つ
い
て
地
方
ブ
ロ
ッ

ク
の
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る
が
、

私
た
ち
那
覇
防
衛
施
設
局
の
職
員
一

同
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
知
識
、

経
験
、
関
係
自
治
体
や
地
域
住
民
の

皆
様
と
の
繋
が
り
を
継
承
し
、
沖
縄

の
基
地
に
関
す
る
諸
問
題
を
一
つ
一

つ
確
実
に
改
善
で
き
る
よ
う
、
な
お

一
層
の
努
力
を
重
ね
て
い
き
た
い
。 

（
那
覇
防
衛
施
設
局
長
） 

　総務課　前川京美　作 

し
の 
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　平成19年９月１日、那覇防衛施設局は、防衛施設庁が防衛省に統合されることに伴って沖縄防衛局という組織に改編されるこ

ととなります。 

　この「はいさい」も８月をもって那覇防衛施設局という組織名で最後の、そして丁度100号の発刊となりました。このことを

記念し、那覇防衛施設局が果たしてきた役割や思い出、組織改編後のご提言などを行政やマスコミ、研究機関の各方面の方々か

ら「直言コーナー」拡大版として、ご寄稿をお願いしたところ、皆様、快くお引き受け下さいました。 

　「直言コーナー」は、防衛施設行政に関して、マスコミ関係者や地方公共団体などから「直言」として忌憚のないご意見を頂

くコーナーで、「はいさい」の名物コーナーです。今後、那覇防衛施設局の「はいさい」は、沖縄防衛局の「はいさい」となり

ますが、幅広く、深く、そして今までどおり分かり易い広報紙にしたいと思っております。 

 

儀
間 

光
男 

（
浦
添
市
長
） 

 

上
原
　
昭 

（
沖
縄
県
　 

　
知
事
公
室
長
） 

 

      

　
那
覇
防
衛
施
設
局
と
し
て
最
後
の
、
ま
た
、

記
念
す
べ
き
１
０
０
号
の
広
報
紙
「
は
い
さ
い
」

の
寄
稿
指
名
を
受
け
た
。
光
栄
で
あ
る
。
那
覇

防
衛
施
設
局
に
対
す
る
思
い
出
や
施
設
局
が
果

た
し
て
き
た
役
割
、
防
衛
省
へ
の
統
合
後
の
提

言
な
ど
に
つ
い
て
と
あ
る
。
何
か
を
言
わ
ん
や

と
一
考
す
る
も
、
構
え
が
先
立
ち
、
な
か
な
か

焦
点
が
定
ま
ら
な
い
。 

　
そ
こ
で
、
本
市
に
存
在
す
る
牧
港
補
給
地
区

(

キ
ャ
ン
プ
・
キ
ン
ザ
ー)

と
ま
ち
づ
く
り
の
視

点
か
ら
、
話
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
。
牧
港
補

給
地
区
は
、
本
市
の
西
海
岸
に
面
し
南
北
三
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
東
西
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
び

そ
の
面
積
は
約
２
７
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
市
域
の

約
15
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
広
大
な
基
地
で
、

東
側
は
国
道
58
号
の
幹
線
道
路
が
隣
接
し
、
交

通
ア
ク
セ
ス
や
生
活
環
境
に
優
れ
た
利
便
性
の

高
い
地
域
で
あ
る
。
当
補
給
地
区
は
、
本
市
が

進
め
て
い
る
西
海
岸
開
発
計
画
地
域
と
既
成
市

街
地
の
中
間
に
あ
る
た
め
、
戦
後
60
年
余
に
わ

た
り
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
な
障
害
と
な
り
、

市
民
生
活
に
も
様
々
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。 

　
反
面
、
こ
の
補
給
地
区
は
、
基
地
所
在
市
町

村
に
対
す
る
助
成
金
や
交
付
金
と
い
う
形
で
、

あ
る
一
定
の
基
地
関
係
収
入
を
市
に
も
た
ら
し
、

毎
年
の
財
政
計
画
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
貴
重
な
収
入
と
な
っ
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、

学
校
、
道
路
、
公
園
な
ど
多
額
な
資
金
を
要
す

る
公
共
施
設
整
備
に
基
地
関
係
収
入
を
充
当
す

る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
施
設
整
備
を

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
三
割
自
治
と
言
わ
れ
る

市
町
村
に
と
っ
て
、
各
省
庁
の
補
助
金
は
、
万

止
む
な
し
と
す
る
中
で
、
防
衛
施
設
局
の
補
助

金
等
は
補
助
割
合
も
高
い
た
め
、
基
地
所
在
市

町
村
に
と
っ
て
は
誠
に
有
難
く
、
基
地
の
存
在

し
な
い
市
町
村
か
ら
妬
ま
れ
る
と
い
う
二
面
性

を
持
ち
合
わ
せ
た「
有
難
い
迷
惑
施
設
」で
あ
る
。 

　
ま
た
、
県
民
の
米
軍
基
地
に
対
す
る
感
情

は
、
過
去
、
現
在
、
将
来
に
お
い
て
も
不
変
の

も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
基
地
関
係
収
入
に
関
す

る
行
政
の
立
場
は
複
雑
で
、
ウ
チ
ナ
ー
風
に
表

現
す
れ
ば
「
食
す
れ
ど
　
美
味
し
苦
し
の
　
ゴ

ー
ヤ
ー
か
な
」
て
な
心
境
で
あ
り
ま
す
。 

　
し
か
し
、
当
補
給
地
区
が
、
近
い
将
来
全
面

返
還
さ
れ
る
こ
と
が
確
定
し
た
。
喜
び
こ
の
上

な
い
こ
と
で
あ
る
。
地
方
分
権
が
大
き
く
叫
ば

れ
て
い
る
今
日
、
返
還
後
は
、
跡
地
利
用
計
画

に
基
づ
き
、
本
市
の
地
理
的
・
歴
史
的
特
性
を

活
か
し
た
、
市
民
が
望
む
本
来
の
地
方
分
権
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

本
市
の
市
民
の
平
均
年
齢
は
36
歳
と
若
い
た
め
、

若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
結
集
さ
れ
た
こ
れ
ま
で
以

上
に
活
力
の
あ
る
「
て
だ
こ
の
ま
ち
・
浦
添
」

が
実
現
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。
さ

ら
に
、
こ
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
が
実
現
す
れ

ば
、
本
市
の
み
な
ら
ず
県
全
体
の
経
済
発
展
に

も
波
及
し
、
平
和
で
希
望
に
満
ち
た
「
美
ら
う

ち
な
ー
」
の
一
層
の
発
展
に
繋
が
る
も
の
と
考

え
る
。 

　
最
後
に
、
本
市
の
本
格
的
な
ま
ち
づ
く
り
は

基
地
返
還
後
か
ら
始
ま
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

従
っ
て
、
防
衛
省
統
合
後
に
お
き
ま
し
て
も
、

従
来
通
り
、
あ
ら
ゆ
る
局
面
に
お
け
る
特
段
の

ご
配
慮
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
「
は
い
さ
い
」

１
０
０
号
へ
一
筆
啓
上
致
し
ま
す
。 

       

　
米
軍
再
編
で
、
普
天
間
基
地
に
加
え
て
嘉
手

納
か
ら
南
の
牧
港
補
給
地
区
等
の
返
還
が
合
意

さ
れ
た
。
沖
縄
本
島
中
南
部
地
域
で
は
、
嘉
手

納
基
地
を
除
く
多
く
の
施
設
が
返
還
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
、
そ
の
跡
利
用
対
策
が
県
政
の
最
重

要
課
題
と
な
っ
て
い
る
。 

　
こ
れ
ま
で
も
那
覇
市
天
久
地
区
、
小
禄
金
城

地
区
等
の
返
還
に
伴
い
、
新
し
い
市
街
地
の
形

成
が
行
わ
れ
て
き
た
。
多
く
の
地
域
で
区
画
整

理
事
業
等
に
よ
り
、
新
し
い
商
業
地
や
住
宅
地

な
ど
良
好
な
居
住
環
境
が
形
成
さ
れ
、
地
域
の

発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。 

　
今
回
の
返
還
は
、
こ
れ
ま
で
に
例
の
無
い
よ

う
な
大
規
模
の
返
還
で
あ
り
、
沖
縄
県
の
振
興

発
展
の
基
盤
を
造
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
県
民

挙
げ
て
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

　
数
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
の
面
積
の
跡
利
用
は
、

大
き
な
夢
で
あ
り
期
待
が
広
が
る
。
勿
論
課
題

も
多
い
。
旧
市
街
地
か
ら
新
市
街
地
に
移
る
な

直言コーナー 

拡大版 
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清水　磨男 
（ＮＰＯ法人  沖縄平和協力センター  事務局長） 

 

　かつての施設局長の言葉が耳に残っている。日本の公務

員は（施設局は）新たな提案を独自に示したり、計画を期

日より早く進めたりすることは苦手だが、定められたこと

を着実に、しっかりとやっていくことは得意としている。 

　日米関係におけるハード面での最大の課題、在沖米軍基

地問題に大きくメスが入ったのが約10年前のSACOであっ

た。沖縄の施政権返還以来、20年以上に渡って抜本的な

見直しがなされなかった在沖米軍基地へ、多岐にわたる返

還や移設が計画された。 

　SACOについては進展の遅さ、最大の目玉である普天間

飛行場移設が進まないことなどから、しばしば批判の声が

聞かれる。しかし実際に目を向けてみると、当時対象とな

った施設は全て取り組みが動き出している。大きく表に出

てアピールすることは少ないが、沖縄の米軍基地に対する

日本政府の取り組みのため、実直な働きをする組織、それ

が那覇防衛施設局に対する個人的な評価であった。 

　もちろんこれまでの長い取り組みを見たときには、マイ

ナスの評価もある。例えば実行する組織というイメージそ

のままに、広報に対する取り組みが不十分に感じられた。

広報誌｢はいさい｣の内容については、ポイントを抑え、外

部からの意見も賛否交えて取り上げる非常によいものであ

ったと思う。しかし、それだけなのである。それ以外に一

般に向けた説明会や意見交換会を行なえたのか、抗議や説

明に訪れた人々に対して相手方の意も汲んだ回答が示せた

のか。日常の業務内容について、どれほど沖縄県民、果て

は日本国民に対して説明ができているのか。 

　沖縄の基地問題や日本全体の安全保障問題に共通した課

題のひとつは情報格差である。沖縄問題の現状を沖縄県外

へと発信して理解を広め、国民レベルで安全保障に対する

意識を高めていく。それが今の日本の行政に不足している

役割であり、これからの防衛行政に期待される役割のひと

つであると思う。 

　今回、防衛施設庁が防衛省へ統合され、これから防衛施

設局が地方防衛局として地方防衛施設行政の拠点として取

り組んでいく。今後は、現実の問題に対して影響を与える

ためにも、広報などにより力を入れるべきではないかと考

える。実直な行動は素晴らしいが、民間の安全保障や平和

に対する取り組みは、掛け声こそ多くとも、ボランタリー

な精神はなかなかついてこないという現実がある。 

　これまで防衛施設局の担ってきた役割が、もしも基地の

地主とその工事を請け負う建設業者にしか理解されていな

くてもいいものであれば、それはあえて防衛施設局が行な

う必要は無かったものである。これから地方防衛局として

の役割を担っていくためには、防衛行政とは何かを再認識

し、そこで挙がる課題を再認識していくことから始まるの

であろう。 

 

※沖縄平和協力センター（OPAC）は、在沖米軍基地問題を国際安全

保障の文脈を踏まえて分析する沖縄県内唯一のシンクタンクです。

(http://www.opac.or.jp/)

ど
の
県
内
だ
け
の
限
ら
れ
た
土
地
の
需
給
だ
け

で
は
す
ま
な
い
。
新
し
い
需
要
、
県
内
の
枠
を

飛
び
越
え
た
発
想
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
県
、

市
町
村
、
地
元
だ
け
で
な
く
、
国
家
的
、
国
際

的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
県
で
は
、
こ

れ
ま
で
普
天
間
の
跡
地
対
策
を
中
心
に
、
計
画

作
成
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
今
年
度
は
、
国

の
支
援
も
得
て
、
中
南
部
の
ビ
ジ
ョ
ン
作
り
に

取
り
組
む
。 

そ
の
中
味
は
、
ま
さ
に
県
土
構

造
の
変
革
を
促
す
よ
う
な
ス
ケ
ー
ル
の
も
の
に

な
る
で
あ
ろ
う
が
、
同
時
に
、
高
い
実
現
可
能

性
が
必
要
で
あ
る
。 

　
県
で
は
今
、
「
二
十
一
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
」
の

策
定
に
取
り
組
み
だ
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
政

府
の
「
ア
ジ
ア
・
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
構
想
」
に
も

沖
縄
が
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
提
案

し
て
い
る
。
中
南
部
地
域
は
、
基
地
跡
地
を
中

心
に
そ
の
拠
点
地
区
と
し
て
の
整
備
が
求
め
ら

れ
る
。
県
民
の
創
意
と
知
恵
を
結
集
し
、
夢
の

あ
る
「
中
南
部
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
作
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。 

　
今
後
、
跡
地
対
策
を
着
実
に
進
め
る
た
め
に

は
、
国
の
強
力
な
支
援
が
必
要
で
あ
る
。
仲
井

眞
知
事
の
公
約
に
も
あ
る
よ
う
に
、
大
規
模
な

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
導
入
、
基
地
跡
地
整
備

推
進
機
構(

仮
称
）
の
設
置
及
び
国
庫
支
援
に

よ
る
財
源
の
確
保
等
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
現
在
、
普
天
間
飛
行
場
の
早
期

移
設
に
向
け
、
県
、
名
護
市
等
と
政
府
の
間
で

調
整
が
続
い
て
い
る
。
普
天
間
基
地
の
早
期
移

設
実
現
は
、
県
民
の
総
意
で
あ
る
。
Ｖ
字
型
案

に
よ
る
辺
野
古
崎
へ
の
代
替
施
設
建
設
に
つ
い

て
は
、
県
、
市
等
も
基
本
的
に
は
合
意
し
て
い

る
。
政
府
に
お
い
て
は
、
地
元
の
願
い
を
今
一

歩
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
同
問
題
を
早
急
に
前

進
さ
せ
て
欲
し
い
。
私
た
ち
も
夢
の
あ
る
テ
ー

マ
に
早
く
取
り
組
み
た
い
と
願
っ
て
い
る
。 

　
那
覇
防
衛
施
設
局
は
、
九
月
か
ら
新
し
い
組

織
に
衣
替
え
す
る
が
、
県
も
新
し
い
局
と
手
を

携
え
て
、
基
地
問
題
の
解
決
に
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
る
。
局
の
一
層
の
充
実
発
展
を
願

っ
て
い
る
。 
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十
五
年
以
上
も
前
の
こ
と
だ
が
、
政
経

部
で
基
地
問
題
を
担
当
し
た
こ
と
が
あ
る
。

当
時
、
取
材
し
て
回
っ
た
の
は
県
基
地
渉

外
課
、
那
覇
防
衛
施
設
局
、
在
沖
米
海
兵

隊
報
道
部
、
米
空
軍
嘉
手
納
基
地
報
道
部

な
ど
が
主
だ
っ
た
所
だ
っ
た
。
米
軍
絡
み

の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
た
び
に
、
当
該

自
治
体
の
首
長
や
議
会
代
表
ら
が
大
挙
し

て
施
設
局
を
訪
れ
、
抗
議
す
る
と
い
っ
た

取
材
が
多
か
っ
た
。 

　
担
当
に
な
っ
た
ば
か
り
の
こ
ろ
、
外
務

省
の
幹
部
が
来
県
し
た
際
、
施
設
局
の
あ

る
幹
部
が
私
に
さ
さ
や
い
た
言
葉
が
、
い

ま
で
も
鮮
明
に
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。
「
屋

宜
さ
ん
、
あ
の
顔
、
発
言
を
覚
え
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。
あ
れ
が
外
務
省
な
ん
で
す

か
ら
」
記
者
会
見
が
始
ま
る
直
前
の
こ
と

だ
っ
た
。
そ
の
と
き
は
「
何
の
こ
と
だ
ろ

う
」
と
、
特
に
気
に
と
め
る
こ
と
は
な
か

っ
た
の
だ
が
、
取
材
を
重
ね
る
う
ち
に
外

務
省
と
防
衛
施
設
庁
の
「
確
執
」
が
徐
々

に
分
か
っ
て
き
た
。 

　
同
じ
政
府
の
役
所
だ
が
、
外
交
を
担
う

部
署
と
、
日
米
安
保
条
約
に
基
づ
き
米
軍

へ
の
提
供
施
設
を
安
定
的
に
運
用
す
る
た

め
の
役
所
で
あ
る
施
設
庁
。
な
か
で
も
在

日
米
軍
の
専
用
施
設
の
約
75
％
が
集
中
す

る
沖
縄
で
、
那
覇
防
衛
施
設
局
の
業
務
は

多
忙
を
極
め
る
。
沖
縄
県
民
か
ら
み
れ
ば
、

米
国
ば
か
り
に
目
が
向
く
外
務
省
。
沖
縄

の
さ
さ
や
か
な
要
求
に
対
し
、
紋
切
り
型

の
回
答
に
終
始
し
、
聞
く
耳
さ
え
持
た
な

い
と
い
っ
た
対
応
に
は
、
怒
り
だ
け
が
募

る
も
の
だ
。 

　
そ
こ
で
、
先
の
施
設
局
幹
部
の
話
に
戻

す
。
取
材
を
し
て
い
く
う
ち
に
分
か
っ
た

言
い
分
は
こ
う
だ
。「
私
た
ち
は
、
日
本
に

お
け
る
日
米
安
保
の
最
前
線
に
い
て
、
沖

縄
県
民
の
要
求
を
ま
と
も
に
受
け
て
い
る
。

い
わ
ば
『
サ
ン
ド
バ
ッ
グ
』
だ
。
外
務
省

は
分
か
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
」
自
負
心

で
あ
っ
た
。「
す
こ
し
で
も
県
民
の
求
め
て

い
る
こ
と
が
か
な
う
よ
う
に
な
れ
ば
、
と

わ
れ
わ
れ
は
や
っ
て
い
る
」。
言
葉
に
は
し

な
か
っ
た
が
、
そ
う
言
い
た
か
っ
た
の
だ

ろ
う
。 

　
そ
う
い
う
施
設
局
幹
部
が
い
る
一
方
、

こ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
革
新
の
大
田

県
政
当
時
、
基
地
問
題
で
名
護
市
民
投
票

が
あ
っ
た
。
政
府
は
国
家
公
務
員
を
動
員

し
、
大
田
知
事
が
願
う
こ
と
を
阻
止
す
る

行
動
に
で
た
。
施
設
局
職
員
を
名
護
市
に

送
り
込
ん
で
の
な
り
ふ
り
か
ま
わ
ぬ
も
の

だ
っ
た
。 

　
当
時
、
名
護
市
に
派
遣
さ
れ
た
施
設
局

職
員
は
こ
う
言
っ
た
。
「
や
り
た
く
は
な

か
っ
た
。
政
府
は
や
り
す
ぎ
だ
。
業
務
だ

か
ら
や
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
れ
に

し
て
も
…
」
と
言
葉
を
呑
ん
だ
。
ウ
チ
ナ

ー
ン
チ
ュ
同
士
の
い
が
み
合
い
を
政
府
が

仕
向
け
、
同
じ
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
の
施
設

局
職
員
が
中
立
で
は
な
く
、
一
方
に
加
担

す
る
こ
と
に
対
し
、
こ
の
職
員
は
苦
り
き

っ
た
表
情
で
話
し
て
く
れ
た
。 

　
所
詮
、
外
務
省
で
あ
ろ
う
と
防
衛
施
設

庁
（
那
覇
防
衛
施
設
局
）
で
あ
ろ
う
と
、

沖
縄
を
犠
牲
に
し
て
る
だ
け
で
は
な
い
か
。

と
は
い
え
、
沖
縄
県
民
は
「
継
続
は
力
な

り
」
と
い
う
こ
と
を
体
験
と
し
て
学
ん
で

い
る
。
も
う
施
設
局
に
は
い
な
い
前
述
の

幹
部
の
「
自
負
心
」
は
、
現
在
い
る
施
設

局
職
員
に
は
忘
れ
て
ほ
し
く
な
い
と
、
一

県
民
と
し
て
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。 

 

 

 

 

 『はいさい』が100号を迎えた。私

が第１号で執筆した名物コーナー「直

言」を中心にほぼすべての号を読み

返してみた。基地問題で揺れる沖縄

の姿が、担当記者陣や基地行政に携わる自治体職員の寄稿か

ら浮かび上がってくる。国にすり寄らない公正な目で、基地

の島・沖縄の激動期に、基地問題の最前線に立つ「施設局」

の在り方を提起する内容だとあらためて思う。時に厳しい批

判を浴びつつも、このコーナーを維持してきたことに、県民

の声に真摯に耳を傾けようという施設局の懐の深さを感じさ

せる。 

　約90人の執筆者の「直言」をまとめると、大筋で①基地

問題の情報開示を進め、説明責任を尽くしてほしい②基地被

害に苦しむ住民や自治体の声をきちんと中央に伝え、沖縄の

代弁者となってほしい―ということになるだろうか。 

　私の取材経験から都市型戦闘訓練施設の建設・移設問題に

触れたい。 

　2005年９月15日、夕刊３版に、私は『都市型戦闘訓練施

設を移設へ』という記事を突っ込んだ。通常は取らない３版

を取ったのは、それだけ大きなニュース価値があったからだ。 

　2003年秋に米軍が、キャンプ・ハンセン内の射撃場レン

ジ４への建設計画を公表して以来、射撃棟からわずか300メ

ートルの距離に住宅地がある金武町伊芸区が頑強な建設反対

運動を展開した。同年７月の訓練強行を受け、１万人が結集

した県民大会も開かれたが、訓練は中止されなかった。 

　狭い沖縄で、陸軍と海兵隊が別々の対テロ市街戦訓練施設

をもつという米側の軍事優先姿勢の前に日本政府は手をこま

ね、米軍の計画通りに事を進めようとした。欧米では、住宅

地からこれほどの至近距離に射撃場が建設された例はない。

本土でも許されないだろう。それがなぜ、沖縄では造ること

ができるのか。この「二重基準」についての説明は皆無なま

まだった。基地被害に接する住民に寄り添うべき現地施設局

に「感性の鈍り」はなかっただろうか。 

　「オール沖縄の要望も通らないのか」というあきらめを帯

びた怒りが増幅する中、２人のプレイヤーが、移設による決

着へと事態を動かした。当時の宮本雄二沖縄大使と西正典施

設局長である。お二人は着任後、歴史に根差した沖縄側の反

発の強さを受け止め、米軍幹部に直談判したり、中央政府に

移設可能性を探り続けた。米軍直轄で完成した施設を移すと

いう前例のない困難な折衝に踏み出した現地機関トップがい

たことは、沖縄の長い基地問題の歴史に刻まれる価値がある。 

　1995年の少女の不幸な事件以来、政府内には少なからず

沖縄の声に耳を傾けようという姿勢があった。だが、最近の

米軍再編をみると、日米合意をしゃにむに推進して「沖縄を

組み敷く」姿勢に転換したとの疑念をもつ県民は多い。東京

の強硬姿勢の先端として「沖縄の施設局」が立ち続けるなら

ば、県民や自治体との溝は深まり、長い歴史の中で培われて

きた信頼関係さえ薄らいでしまうのではないか。私が都市型

戦闘訓練施設問題を振り返ったのは、施設局のあるべき姿を

考える恰好の材料になると考えたからだ。 

　防衛施設庁が廃止され、防衛局に衣替えするに際し、県民

との距離が開くことはあってはならないと思う。沖縄地元局

の原点に立ち返り、基地被害に苦しむ、あるいは不安を抱く

住民の思いを汲む感性を研ぎ澄ませてほしいと望みたい。 

屋宜　聰 
（沖縄タイムス社　 

編集局次長） 

松元　剛 
（琉球新報社　整理部副部長） 


